[12月22日 セッション2 災害遺産・博物館・ツーリズム] 報告1: アチェの学校教育における防災教育 by フサイニ
Title[12月22日 セッション2 災害遺産・博物館・ツーリズム]報告1: アチェの学校教育における防災教育
Author(s)フサイニ
Citation
CIAS discussion paper No.25 : 災害遺産と創造的復興 : 地域
情報学の知見を活用して = Warsan Bencana Alam dan
Ekonomi Kreatif: Dari Segi Perspektif Ilmu Informatika
Wilayah (Disaster Heritage and Creative Economy: From
Perspective of Area Informatics) (2012), 25: 65-66
Issue Date2012-03
URL http://hdl.handle.net/2433/228518
Right© Center for Integrated Area Studies (CIAS), Kyoto University





































































66 CIAS Discussion Paper No. 25 災害遺産と創造的復興──地域情報学の知見を活用して
ファシリテーター人材、教材の不足と
予算の問題
　しかし課題がいくつかあります。一つはファシリ
テーターになってくれる人材が足りないことです。教
材もまだまだ足りません。教員の能力もこれから養成
すべき段階にあります。予算に関しても、なかなか上
から降りてきません。とくに災害に関する教材や人材
育成に関する予算が配分されないという問題があり
ます。
　今後も引き続きアチェの10県以外の全域にこの防
災教育を進めていきたいですし、ほかにも政府機関以
外のNGOや民間企業とも協力をしていければと思っ
ています。
資料6-2　模型を使った防災教育
